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大気汚染物質の除去作用に関する第4回国際会議

に出席して

村　上　正　隆＊

　1．はじめに

　一昨年の12月頃，表記の会議がアメリカであるとの案

内を入手し，あれこれ思案した末に思い切って論文を提

出したところ，口頭発表の機会が与えられたので会議に

出席した．日本からの参加者は私一人であったので，会

議のプ・グラムや会議で印象に残ったことを簡単に紹介

したい．

　2．会議の運営

　SCADDERに関する第4回国際会議が，1982年11月

29日から12月3日までの5日間にわたりロスアンゼルス

の西隣の有名な行楽地サンタモニカ市で開催された．

会場となったMiramar－Sheraton　Hotc1は海岸段丘の

上に位置し，そこからは太平洋を一望することができ

た．会議の事務局が斡旋したので私もこのホテルに泊ま

ったが，当地で最も格式の高い永テルとあって料金の

高いのには閉口した．この会議は，Pacinc　Northwest

LaboratoryのSlim博士が世話役を務め，一UCLAの

Pruppacher教授の研究室の協力で運営されていた．ア

メリカ，ヨーロッパ，アジアなど10数ケ国から200人余

りの研究者が出席し，プログラムに載った講演数は130

余りで，14のセッショソに分けて発表された．その内訳

は，・全体の3分の2以上がPrecipitation　Scavengingに

関するもので，R．esuspensionに関するものは全体の1割

程度しかなかった．

＊Masataka　M皿akami，北海道大学大学院環境科
　学研究科．

写真1　国際会議の会場となったホテル．
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　日本から出席したのは私一人だったので，プログラム

にユタ大学の福田博士の名前を見つけて楽しみにしてい

たが，残念ながら欠席されたようで，とうとう会議中は

一人の日本人とも会うことができなかった．

　研究発表は毎日朝8時から夕方6時まで，途中，昼食

とコーヒーブレークをはざんで行われた．また，研究発

表の一部はポスター展示形式で行われた．ポスターは会

議場の隣のコーヒーブレークの部屋に展示され，コ」ヒ

ーを片手に発表者を囲んで議論をかわす光景が部屋の所

々に見られた．さらに，最初の3日間は夜8時からセミ

ナー・セッションが開かれ，2～3人の著名な研究者か

らの間題提起とそれに関する討論が夜10時，遅いと』きに

は12時近くまで続けられ，その熱心さにはいささか驚か

された．そして，最終日の午後には，各セッションの座

長による“Topics　fbr　fヒture　studies”と題するセッジョ

ンがあった．このようなセッションは日本の学会ではあ
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第1表　国際会議のプ・グラム（セッション名と座長）．

8：00am

9：30

11：00

Monday

Opening　Session
正1．R．Pruppacher

A．C．Chamberlain

Gas
Scavenglng　I

H．W．Gcorgii

Mountain
Studies

H．R．odhe

Tuesdαy

Micro－

Physics　I

O．V三ttori

Gas
Scavenging　II

H．W．Georgii

Plume
Studies

H．R．odhe

Wednesday

Micro－

Physics　II

O．vittori

Fog　and
Rainwater

H．W．Georgii

In．Cloud
Scavenging

H．Rodhe

Thursday

Micro－

Physics　III

O．vittori

OSCAR．
Studies

D．F．Gatz

Precipitation

Chemistry　II

D．F．Gatz

Friday

Air－Sea

Exchange

P．Buat－M6nard

Tropical　and
Polar　Studies

P．Buat－M6nard

Global
Scale

P．Buat－M6nard

Noon

2：00pm

3：30

5：00

6：00

7：00

8：00

9：00

Dry
Deposition　I

B．B．Hicks

Dry
Deposition　II

J．A．Garland

Resuspension

　　　I
D．A．Gillette

8：00　Seminar
Session　I

D．A．Gillettc

Dry
Deposition　III

B．B．Hicks

Dry
Deposition　IV

J．A．Garland

Resuspension

　　　II
G．A．Sehmel

6：00MIXER

9：00　Seminar
Session　II

G．A．Sehme1

Precipitati・n

Chemlstry　I

R．W．Beadle

Dry
Deposition　V

R．F．Abbey

Dry
Deposition　VI

W．H．Keith

8：00　Seminar
Session　III

W．G．N．Slinn

Precipitation
Chemistry　III

G．R．Hilst

Scavenging
Models　I

P．W．Summers

Scavenging
Models　II

P．W．Summers

7：00BANQPET
Speaker：
R．」．Engelmam

Future
Studies　I

J．M．Hales

Future
Studies　II

J．M．Hales

6：00　0UTING

まり馴染みがないが，同様な研究分野で研究をしている

者が共通の間題意識をもつことは極めて重要であり．有

4

写真2Slinn博士（左）と著者．

意義なセッショソであった．会議の期間中，2日目の夕

方に懇親会（チーズとワインによるパーティー）と，4

日目に晩餐会（スピーカーはケニアのD鵡Engelmann）

があった．懇親会では，日本から唯一人の参加者という

こともあって，Slinn博士が私のような駆け出し者を非

常に歓迎してくれ，さっ，そく雪結晶によるエーロゾル捕

捉について意見を交換した．Slinn博士はPrecipitation

Scavengingだけでなく，DryDepositionやResuspension

にも精通した理論家であるが，観測や実験についても詳

しい人である．私の論文や孫野先生の論文（Murakami

6知1．，1981；Magono6麺乙，1979）も良く読んでいて，

細かい点まで質間されてきたのには驚かされた．その後

も，会議の期間中何度か博士とPrecipitation　Scavenging

に関するいくつかの問題点について話す機会を持てたこ

、天気”30．7．
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とは，国際会議参加の大きな収穫であった．

　3．研究発表の報告

　ここでは130余りの発表論文の中からMicrophysics

のセッションで発表されたものと，その他のPrecipita－

t三〇n　Scavengingに関するもので，特に印象的だったも

のをかいつまんで報告する．

　私の論文（Murakami・Magono；An　experimentaI

study　of　the　eHbct　of　electrical　charge　on　aerosol

particle　scavenging　by　snow　crystals）は，　3日目の

Microphysicsのセッション（座長はイタリアのVittori

教授）で発表した．内容はすでに日本気象学会で発表し

たものと同じで，エーロゾルチェンバーを用いた雪結晶

によるエーロゾル捕捉実験で，雪結晶に電荷を与えた場

合に捕捉率が約1桁大きくなることを示したものであ

る．従来，このような実験が行われていなかったので，

Slim，Prodi，Podzimek，Wang博士らが評価してくれ

た．Slinn博士とProdi博士からは，私の今後の研究

にとって大変有意義なコメントもいただいた．私の実験

結果と比較する適切な理論または数値計算に関する研究

がないので，とりあえず雪結晶を偏平な回転だ円体で近

似したMartin8」α」・（1980）の計算結果と比較したと

ころ，真先に，厳密な意味では比較できないのではない

かと意見を述べたのがWang博士であった．私もそれ

には同意したのだが，すぐ後で，Wang博士が意見を述

べた理由が理解できたのである．それは，彼の発表では

随分時間をかけて，より複雑で天然の雪結晶の形に近い

collectorによる粒子の捕捉を教学的に取り扱うことを

計画中であると言っていたからである．Wang博士と同

様に，以前Pruppacher教授のもとで捕捉率に関する数

値計算を行っていたMartin博士と・も実験結果と数値計

算の結果の相違点について意見を交換することができた

のも幸いであった．

　この国際会議への参加を呼びかけたSlinn博士の手紙

には，Snow　scavengingに関する研究をおおいに歓迎す

ると書いてあったにもかかわらず，これに関する発表は

私の他に，Prodi，Wang，Podzimek博士など数えるほど

しかなかった．Prodi博士はcold　chamber中に氷晶・

微水滴・エー・ゾルを共存させた実験から，氷晶による

エー・ゾル粒子の捕捉に及ぽす泳動力の効果を報告し

た．一部分はすでに公表ずみのものであったが，メンブ

ラソフィルター上での化学反応を利用したエーロゾル粒

子の氷晶上でのdeposition　pattemを示す写真は印象的

1938年7月
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であった．それは，エーロゾル粒子が氷晶の周辺部に集

中して付着する様子を見事に示していた．博士は，成長

中の氷晶の方が蒸発中のものより効率良くエーロゾルを

捕捉するという，従来の数値計算とは正反対の結果を示

したのである．彼の実験にもまだ幾つかの間題点がある

ので，現段階では何とも言えないが，更に検討を要する

問題であろう．Podzimek博士は，風洞内で円板状のモ

デルを用いてエーロゾルの捕捉実験を行い，エーロゾル

粒子が円板のどの部分に付着するかを調べた．彼は円板

の後面でのwake　captureを強調したが，これはレーノ

ルズ数が数百のときであって，天然に降ってくる雪の場

合はレーノルズ数もcollectorの形も異なるのでwakc

captureがどのくらい効くかは今後の課題であろう．

Wang博士は，柱状結晶によるエーロゾルの捕捉に及ぼ

す電気的効果を，氷晶を有限長の円柱で近似することに

よって計算で求めていた．

　雨滴や霧粒によるエー・ゾル粒子の捕捉に関する発表

は，雪に関するものより多いくらいであった．Latham

博士は，雨滴によるエーロゾル粒子の捕捉に及ぼす電気

的効果を実験的に求めて1～2桁捕捉率が大きくなるこ

とを示した．Beard博士やMartin博士は蒸発中の雲粒

によるエー・ゾル粒子の捕捉率を実験や計算から求め，

Grover博士，Perret博士，Rosenkilde博士は，雨滴や

雲粒によるエーロゾル粒子の捕捉に及ぽすturbulence

の効果について研究を始めたとめことであった．

　Microphysicsのセッションで発表されたものを除く

と，Predpitation　Scavengingに関する発表論文の大部

分は降水中の化学成分濃度や大気中めガスおよびエーロ

ゾルに含まれる化学成分濃度の測定結果の報告であり，

測定項目で有機化合物やaqueous　oxidationを意識した

03，H202，Fe，Mnなどを含むものが一部あったもの

の，さほど目新しいものはなかったように思われた．そ

のような中で，私は個人的理由から，次の3つの論文に

興味をもった．Borys8」紘は雲水中の化学成分濃度の方

が雪に比べて2～3倍高く，雪の場合はrimingの量が

多くなるほど高濃度になるという観測結果を報告した．

Hegg　and　Hobbsは，雲水中のSO42一に対しては，gas

（SO2）scavengingよりもaeroso1（SO42一）scavenging

の方が重要であると報告した．Raynor　and　Hayesは，

雨より雪の方がその中に含まれる化学成分濃度が高いと

いう観測結果から，雲底下での除去効率は雪の方が良い

のだろうと報告した．これらの発表を聞いて，どこでも

同じようなことを考えているんだなあと思い，また，わ

5



318 大気汚染物質の除去作用に関する第4回国際会議に出席して

れわれが以前日本気象学会で発表した結果と矛盾してい

ないことにホッとしたりもした．さほど目新しさがない

発表が多かった中で，特に注意を引いたものの一つに

Graedel6知乙の発表が挙げられよう．彼らは，雨滴や

エーロゾル粒子にorganic　su血ce五lmが形成された場

合に，雨滴やエーロゾル粒子によるgas　scavengin9に

どのような影響があるかを簡単なモデルで計算した．こ

の問題には多くの研究者が関心を持っていたようで，コ

ーヒーブレー・クのときもGraede1博士を囲んで盛んに議

論がなされていた．

4．今後の課題

　次に，Slim博士の“A　potpourri　ofdeposition　and

resuspension　questions”と題する講演と，各セッション

の座長による“Topics　fbr　fUture　studie♂と題する

Summaryから，現在，SCADDERの分野で何が問題

となっているのか，印象的だったものを列挙すると

　（1）雪結晶によるエー・ゾル粒子の捕捉に関しては

　0．1μm以下のエー・ゾル粒子に対するdiffUsionと10

　μm以上のエーロゾル粒子に対するinertial　impaction

　のメカニズムについては比較的良く研究されている

　が，．その中間の粒子に対する捕捉のメカニズムと考え

　られているinterceptionに関する研究が不足してい

　る．、

　（2）雪結晶による　gaS　sCavengingに関する研究がほ

　とんど行われていない．

　（3）降水中，あるいは雲水中の有機化合物に関する研

　究が不足している．

　（4）単にc1・ud・chem蛤tryとair　chemistryの測定だ

　けではなく，cloud　dynamics，microphysicsも組み込

　んだ研究が必要である．

　（5）地球表面の約70％を占める海洋上でのエーロゾル

　除去作用に及ぽす海面付近での急激な湿度変化とsea－

　spray　scavengingに関する研究が不足している．

といったことになろう．

・最後に，technical　tcrmの変化に触れることにする．

従来，Jmge（1963）の定義にならって，雲内での除去

機構をまとめて“rainout”，雲底下でのそれを“washout”

と呼んできたが，この会議ではこれらに代わって，数年

前にSlinn博士が提唱した“in－cloud　scavenging”と

“below－cloud　scavenging”がもっばら用いられていた．

rainoutやwashoutは別の意味で用いられていた．こ

れに関する詳細は“Precipitation　Scavengingに関する

最近の研究”（大気電気研究・第25号）で紹介してある．

新しい用語に最初は戸惑うかもしれないが，よく考えら

れた合理的な命名なので広く世界中の研究者に受け入れ

られているようである．

　5．おわりに

　日本からの出席者が私だけという国際会議に出席する

までに一抹の不安がなかった訳ではなかったが，5日間

の会議はまったく充実しており，終わった後の満足感は

計りしれないものがあった．会議の内容が最近，特に注

目されている間題ということもあってか，出席者全員が

最初から最後まで真剣であったのが印象的であった，わ

が国でもエーロゾルに関する各分野の研究討論会（エア

ワゾル科学・技術研究討論会）がこの夏，開催されると

のことであるが，これを機にこの分野の一層の発展が望

まれる．

6 、天気”30．7．


